
2026年度 第 3回 7月期 定例番組審議会議事録 

 

１．開催の日時  2026年 7月 15日（水） 

 

２．開催の場所  栃木放送本社会議室 

参加できない委員には資料を送付して番組をお聞きいただき、意見・感想を返信してもら

う形式で開催。 

 

３．委員の出席  委員総数 9名 

返信総数 2名 

出席総数 7名 

出席委員名 委員長 増田仲夫 

 委員 竹内明子 

 委員 若井明香 

 委員 高橋久夫 

 委員 小川俊彦 

 委員 北條俊明 

 委員 白石智子 

 委員 桐生典夫 

 委員 加藤智彦 

 

４．議   題 

（１）「さかはし矢波の三ツ星クラシック特別編音楽は世界の言葉～フルートで紡ぐ平和

のハーモニー」 

放送日 2026/4/1 水曜日 10:00～10:30 

 

（２）その他 

 

５．議事内容 

（１）「さかはし矢波の三ツ星クラシック特別編音楽は世界の言葉～フルートで紡ぐ平和

のハーモニー」 について 

番組視聴：放送した番組を各委員に送付して試聴して頂きました。 

 

番組概要 

制作意図栃木県栃木市出身で東京フィルハーモニー交響楽団のフルート奏者、さかはし

矢波さんは、毎週日曜日に弊社で、クラシック音楽に親しむラジオ番組「三ツ星クラシッ

ク」のパーソナリティを担当しています。さかはしさんは、オーケストラの活動以外にも、

国内のみならず台湾、中国、中東各国などを歴訪し、演奏活動を続けるほか、貧困地域の

子供たちにリコーダーを届けるなど、チャリティ活動も積極的に行っています。そのよう



な活動を通して知り合った、栃木県ゆかりのプロフルート奏者がさかはしさんのもとに集

まり、２０２６年４月１９日に、フルートだけの演奏会を開催しました。一般的によく知

られているフルートのほかに、アルトフルート、バスフルートなど、低い音が出る楽器か

ら、高音域のピッコロなど、３０名を超えるフルートだけのオーケストラの誕生です。こ

の演奏会では、日ごろ、さかはしさんが強く願っている「音楽が平和への架け橋となる」

ことをテーマに、栃木県の各自治体が友好都市関係を結んでいる、世界の都市の音楽を演

奏。交流先の都市のスライド写真なども用意し、世界とのつながりを感じるステージとな

りました。また、栃木県が友好交流をつづけている台湾の高雄市から３名の音楽家を招き、

まさに言葉が通じなくても、楽譜があれば、ともに音楽を奏でられる姿をお客様にお伝え

しました。この演奏会をもとに、世界のどこかで争いが繰り返されているいま、いつか、

音楽が世界を一つにすることを願って、平和を考える一助となるよう番組を構成しました。

内容世界中で繰り返される争い。私たちの生活にも直結し、不安を感じる日々です。「音

楽が、世界を平和で結ぶ糸となってほしい」そう願いながら活動を続ける、栃木市出身で

東京フィルハーモニー交響楽団のフルート奏者、さかはし矢波さんが、仲間とともに、フ

ルートオーケストラを結成し、演奏会を開催しました。プログラムに選んだのは、県内の

市町が友好都市・姉妹都市を結ぶ国々の音楽。下野市が１９６６年から姉妹都市として交

流を続けているディーツヘルツタール町のあるドイツからは、ヘンデルの「歌劇リナルド」

を。那須塩原市の姉妹都市、リンツ市のあるオーストリアからは、神童モーツァルトの

「歌劇フィガロの結婚」を。佐野市が友好交流を続ける衢州（くしゅう）市のある中国か

らは、「民謡モーリーファ」を選曲。栃木県が「経済分野及び教育分野における友好協力

に関する覚書」を交わして１０年になる台湾の高雄市からは、ゲストを迎え、ともに音楽

を奏でました。さかはしさんは、「音楽は、五線紙に書いてある音符をみれば、どの国に

生きる人でも同じ音を奏でることができる。こんな素晴らしいことはない」と話します。

まさに音楽は世界共通の言葉。国や文化が違っても、音楽に心を重ねた瞬間、私たちは確

かにつながっています。音楽で世界が一つになってほしい、この演奏会と番組が、その小

さな一歩になってほしいと、スタッフ一同願いを込めた作品です。 

 

出演 

・番組企画 栃木放送営業部 柳 秀明 

・番組制作・語り フリーランス 福嶋 真理子 

・取材 フリーランス 飯田 絵里 

・音響音声ミックス 栃木放送編成部 大橋 幸夫 

 

 

 

 

 



各委員からは 

○非常にリラックスして、美しい曲を聴くことができました。ただ、皆さんがおっしゃる

ように出だしの重い表現の後に、出演者のさかはしさんの非常に軽いノリのトークが続い

たため、落差がありすぎて雰囲気に少しついていけないところがありました。主役である

音楽が引き立つよう、ギャップの出し方に工夫があるとよかったです。また、海外の演奏

者の方の英語のインタビューは、一通り流れた後でまとめて日本語訳が入る構成でした。

簡単な英語ではありましたが、テレビと違って同時に理解するのが難しいため、もう少し

リスナーに寄り添った英語訳の入れ方をしてほしかった。 

 

○日曜日の午前 10時という放送時間は、ゆったりとした気持ちでクラシックを聴くこと

ができます。本県ゆかりの方から各市町の姉妹都市に関連する音楽を紹介してもらう構成

には、地方局ならではのオリジナリティーがあり、福嶋さんのナレーションも非常に好印

象です。世界各地で紛争が絶えない今、「音楽が世界を平和で結ぶ糸となってほしい」と

いう番組の意図に深く共感します。「五線紙の音符を見れば、どこの国の人も同じ音を奏

でられる」という言葉には大変納得させられました。言葉の違いを超えて、まさに音楽こ

そが世界の人々の心を一つにし、結び付けるにうってつけのものです。 

 

○交流都市を巡るという切り口で、音楽を本当に楽しく聞くことができました。一方で課

題として、やはり出だしが少し長く感じました。トランプさんの話から始まり、これで本

編に入るのかと思ったらさらに続いて、もう一歩短くても十分伝わります。また、私の聞

いているカーステレオの環境のせいかもしれませんが、フルートやピッコロといった高音

の楽器が多いので、少々刺激が強く感じられました。それでも、随所に印象に残る言葉が

あり、特に「五線譜は世界の共通語」というフレーズは、本当に心に残り、記憶に刻まれ

ました。 

 

○皆様がおっしゃる通り、音楽という共通の言語で繋げるという企画自体が本当に素晴ら

しいです。戦争の報道などは死者数という数字で片付けられがちで人の尊厳が抜け落ちて

しまいますが、そこに音楽を噛ませることで、演奏し聴くことの人間味が生まれ、音楽と

命のリアリティー、そして平和が結びついて伝わります。番組の構成も非常によく、前半

は聞き馴染みのある曲を短めに流し、姉妹都市の紹介をバランスよく入れているため、ク

ラシック番組にありがちな退屈さがなく最後まで飽きさせません。後半の台湾の方の演奏

や八木節などの工夫も、番組を引き締めています。MCの福嶋さんの締めのメッセージも、

この企画の熱量には欠かせない素晴らしいものでした。ただ、会場では姉妹都市の紹介に

合わせてスライド写真が投影されていたとのことですので、音声でもう少しその様子を描

写してもらえると、会場の臨場感がラジオの向こうに伝わったのではないかと思います。 

 

 



○フルートだけの演奏会は、どの曲も想像以上に厚みと華やかさがあり、大変素晴らしい

演奏でした。友好交流のある都市や国に関連付けた選曲で、ヨーロッパからアジアまで

様々な国の曲を楽しめました。音楽は言葉や習慣、争いを超え、世界共通のものとして人

と人を繋ぐことができるのだと実感します。一方で、「音楽は世界平和に繋がる」という

趣旨に対し、冒頭の世界紛争のトピックスが重すぎました。音楽の楽しさや国際交流によ

る相互理解を伝えるには、少々逆効果だと感じました。また、県職員の説明で経済交流ま

で言及され、「音楽は世界の言葉」というテーマから離れてしまい残念でした。世界平和

という壮大なテーマを前に出すより、少々軽く華やかなノリで、フルートならではの魅力

や世界共通である音楽の楽しさを前面に出した方がよかったです。 

 

○皆様がご指摘されている通り、音楽で世界を平和に結ぶという公共性のあるテーマ設定

と、栃木ゆかりの演奏者や友好都市の紹介を織り交ぜた地域ならではの独自性が、番組と

して非常に魅力的です。何より素晴らしい音楽に癒され、とても耳が幸せな一時間を過ご

せました。一方で、冒頭部分は報道調のシチュエーションから急に番組紹介へと切り替わ

り、展開が早いうえに情報量も多く、少し唐突感と戸惑いがありました。テレビと違って

ラジオは耳からの情報だけですので、もう少し情報量を絞るなどの工夫があると、私のよ

うな普段あまりラジオを聴かないライト層にもより分かりやすい番組になったのではない

かと感じました。 

 

○車で聞きましたが、音が素晴らしく良かったです。息継ぎの音まで聞こえるクリアな音

質が非常に印象的で、この番組のために録音したかのような臨場感を味わえました。また、

栃木県の市町ごとにこれほど多くの友好都市があることにとても驚きました。その土地と

音楽を結ぶという番組の趣旨は素晴らしかったです。番組内で誰かがおっしゃっていた

「音楽ができるということ自体が平和である」という言葉にはハッとさせられ、平和につ

いて考える良いきっかけになりました。世界で紛争が続く今、音楽という切り口で平和を

語る構成は、老若男女問わず入りやすかったです。 

 

○県内の市町村が、これほど世界あちこちの都市と友好関係で繋がっているとは知らなか

ったので驚きました。鹿沼市とグランドフォークス、栃木市とエバンズビルなど、行った

ことも地図で見たこともない都市が登場し、音楽という一つの楽器で繋がっていくのは素

晴らしいです。フルートは秋の切なさのような、物悲しい音色を奏でるイメージがありま

したが、「星条旗よ永遠なれ」などにも組み込まれていて、イメージが大きく変わりまし

た。ピッコロも含めて高い音の楽器ですが、とても良かったです。番組の構成も、次はど

この都市だろうと後を追うように次々と場所が変わっていくため、最後まで飽きずに聴く

ことができました。本当に良い番組でした。 

 

 



○武力による支配が世界を覆う中で、県内市町村の友好都市とその国の音楽を紹介するの

はとても良い企画です。ヨルダンの難民キャンプにリコーダーを贈り、演奏を教えた取り

組みも素晴らしいです。「五線譜を読めばどこの国の人も同じように音楽を奏でられる」

というのは本当にその通りで、一発何億円もする武器が全てを破壊する一方、1枚の五線

譜が人と人を繋ぎます。こうした都市交流は人と人の交流であり、それを盛んにする大切

さをこの番組から受け取りました。ただ、県職員の方のコメントは番組の趣旨から少し外

れているように見え、少々違和感を覚えました。また、冒頭の戦争に関する説明について

も、同じように感じました。戦争の現実は音楽を通じて自然と感じ取るのが大切ですので、

最初から言葉で強くアピールするのではなく、音楽そのものの力に委ねる形にした方がよ

り伝わったかと思います。 

 

 

当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきたい旨を、

各委員に伝えた。 

 

（２）その他 

 

６．審議内容 

上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。 

 

７，番組審議会の意見の概要の公表 

当社の番組「栃木放送からのお知らせ」（2026年 8月 2日） 

当社のホームページに掲載（2026年 8月 3日） 

当社事務局に議事録備え置き（2026年 8月 3日～） 

 

以上 


